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NTTの開発した⼤容量マルチアプリケーションICカードが
GlobalPlatformTMV2.1仕様への準拠の承認を世界ではじめて獲得

－搭載可能なアプリケーションやデータを⾶躍的に増やし、
本格的なマルチアプリケーションを可能に－

 ⽇本電信電話株式会社（以下、ＮＴＴ、本社︓東京都千代⽥区、代表取締役
社⻑︓和⽥紀夫）は、世界最⼤級のメモリ容量（1MB）を備えたICカードを
開発してまいりましたが、この度、この⼤容量ＩＣカードが、1999年に業界横
断的に各種の企業や組織が集まり設⽴したコンソーシアムである
GlobalPlatformTM（※1）により、⾦融分野等でのマルチアプリケーションICカ
ード（※2）のプラットフォームのデファクト標準と認められている
GlobalPlatformTMV2.1仕様への準拠を世界で初めて承認されました。ＮＴＴで
は、新しいカード⽤ソフトウェアを開発することで、この⼤容量ＩＣカード
が、この仕様に準拠することを可能にしました。
 このＩＣカードは、従来のGlobalPlatformTMカードに⽐べ⼤容量のメモリを
搭載しているため、搭載可能なアプリケーションプログラム数が5〜6倍になる
とともに、バイオメトリクス認証（※3）に必要な、指紋等の⽣体識別情報等
の⼤量データも搭載可能になりました。さらに、⾮接触型インタフェース
（※4）、C⾔語（※5）で作成されたプログラムの実⾏機能等、従来の
GlobalPlatformTMカードにはない特徴を備えております。
 このような機能や特徴により、電⼦チケット、電⼦マネー、⼊退出管理カー
ド等の⾮接触性と⾼速性を重視する分野への適⽤も可能になるため、⾦融分野
のみならず多様な⽤途に利⽤できる本格的なマルチアプリケーションICカード
を実現することができました(図)。

＜開発の背景＞
 NTTは、従来から、多⽬的を指向したマルチアプリケーションICカードを開
発してきており、また、GlobalPlatformTMには設⽴当初から参画してきまし
た。
 従来のGlobalPlatformTM カードは、ダウンロードしたアプリケーションプロ
グラムを格納するメモリの容量が16KBから64KB程度であるため、ダウンロー
ドできるアプリケーションは最⼤でも5〜6本程度でした。このようにメモリ容
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量が不⼗分なため、アプリケーションを同時に多数搭載することや、バイオメ
トリクス認証のような⼤量データを格納することは困難でした。また、接触型
インタフェース（※6）だけしか持たないものが多いこと、アプリケーション
プログラムはJava⾔語（※7）でしか作成できず処理速度が⼗分でない場合が
あることから、⾮接触型インタフェースと⾼速処理が重視される⼊退出管理カ
ード、電⼦マネー、電⼦チケット等の分野には適⽤しにくい状況でした。

＜本ICカードのポイント＞
(1) 世界で初めてGlobalPlatformTMV2.1仕様への準拠の承認を獲得
 マルチアプリケーションICカードのデファクト標準と認められている
GlobalPlatforｍTMのバージョン2.1(V2.1)仕様への準拠が、世界で初めて承認さ
れました。

(2) GlobalPlatformTMカードとして世界最⼤級のメモリ容量１MBを達成
 NTTで開発した⼤容量ICカードを使⽤することによって、世界最⼤級のメモ
リ容量1MBを達成しています。ダウンロードしたアプリケーションプログラ
ムを格納するメモリ容量も300KB以上あり、従来の5〜6倍のアプリケーション
プログラムを搭載可能にしました。また、100KBを超えるようなバイオメトリ
クス認証⽤データも同時に搭載可能にしました。

(3) ⾮接触型インタフェースも利⽤可能とし、⼊退出管理カード、電⼦マネー
等の操作性を⼤幅に向上

 ISO7816接触型インタフェースだけでなく、ISO14443TypeB⾮接触型インタ
フェースも利⽤可能にしました。これによって、ICカードリーダライタにカー
ドを近づけるだけで処理が完了できることから、GlobalPlatformTMカードを利
⽤した⼊退出管理カード、電⼦マネー等の操作性を⼤幅に向上することができ
るようになりました。また、アプリケーションプログラムは、接触型と⾮接触
型インタフェースのどちらが使⽤されているかを意識する必要がないようにし
ているため、既存の接触型インタフェースに対応したアプリケーションプログ
ラムに⼿をほとんど加えずに⾮接触型インタフェースでも利⽤可能になりま
す。

(4) C⾔語プログラムの実⾏も可能とし、⾼速性を重視する電⼦チケット等へ
適⽤先を拡⼤

 1部のアプリケーションプログラムについては、仮想マシンが必要なJava⾔
語だけではなく、CPUが命令を直接実⾏可能な形式を⽣成するC⾔語によって
作成することを可能にしました。さらに、これらのアプリケーションプログラ
ムについては、カード活性化時に最初に起動できる機能を実現しました。これ
らによって、電⼦チケットのような⾼速性を重視するアプリケーションプログ
ラムでも実⽤的な処理性能が得られるようにしました。



＜今後の展開＞
 今後、本ICカードを各分野に展開するために、GlobalPlatformTM仕様の特徴
であるカードへのアプリケーションプログラムのダウンロード等を提供するIC
カードプラットフォームを整備していきます。 従来から、NTTでは、必要な
時にアプリケーションプログラムを、インターネット等のネットワークを経由
して安全にICカードへダウンロードすることが可能なICカード情報流通プラッ
トフォームNICE(※8)を開発してきました。このNICEをGlobalPlatformTMカー
ドに対応させることにより、ICカードプラットフォームも提供していく予定で
す。

＜⽤語解説＞
（※1）GlobalPlatformTM

 1999年に業界横断的に各種の企業や組織が集まり、設⽴したコンソーシア
ム。主に⾦融分野をターゲットしたマルチアプリケーションICカードのアーキ
テクチャや、アプリケーションプログラムをダウンロードするためのコマンド
仕様等を規定したGlobalPlatformTM仕様を策定している。
（※2）マルチアプリケーションICカード
 1枚のICカードに複数のアプリケーションプログラムを搭載可能なICカー
ド。1枚のICカードで複数のサービスへ適⽤可能になるため、利便性が向上す
る。
（※3）バイオメトリクス認証
 指紋，虹彩，声紋などの⾝体的特徴を利⽤することにより⼈物を認識する⽅
法。
（※4）⾮接触型インタフェース
 ICカード内部にコイル(アンテナ)を埋め込み、ICカードリーダにICカードを
接触させないでデータ通信を⾏う⽅式。
（※5）C⾔語
 構造化プログラミングが可能なコンパイラ⽅式のプログラミング⾔語。C⾔
語で記述されたCプログラムはCコンパイラによりCPUが直接実⾏できるコー
ド(ネイティブコード)に変換されるため、中間コードに変換されるプログラミ
ング⾔語の⽅式と⽐較して⾼速処理に適している。
（※6）接触型インタフェース
 6ピンもしくは8ピンの外部端⼦によりICカードとICカードリーダライタが接
触してデータ通信を⾏う⽅式。
（※7）Java⾔語
 オブジェクト指向型プログラミング⾔語。Java⾔語で記述されたJavaプログ
ラムはJavaコンパイラにより、⼀度、中間コードに変換され、この中間コード
が仮想マシン(JavaVM)上で実⾏される。このため、JavaVMが動作する環境な



らば、CPUなどが異なった動作環境でも、Javaプログラムを変更せずに動作さ
せることができるため、移植性に優れている。
（※8）NICE

Network-based IC Card Environment。 NTTが開発したマルチアプリケーション
ICカード情報流通プラットフォーム。利⽤者が必要な時に、ネットワーク経由
でICカード上のアプリケーションプログラムを安全にダウンロードしたり、ダ
ウンロードしたアプリケーションプログラムを安全に削除したりすることがで
きる。

※  Java及びその他のJavaを含む商標は、⽶国及びその他の国における⽶国Sun
Microsystems, Inc. の⽶国及びその他の国における商標または、登録商標で
す。

・⼤容量GlobalPlatformTM ICカードの応⽤分野
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